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内 容 抄録

 余ハ虚報二引キ纏キ同檬ノ實験方法二依リテ生後1

ケ月ノ雄性白鼠ヲ合成V。E訣乏食餌ニテ飼養スルコ

ト3ケ月孚ニシテV・：E訣乏症ヲ惹起セシメ得タ．伺

コレニ封シ，實験開始以汽毎日「ラウリールアルコー

ル」ヲ1匹O．5mg宛経口的二與ヘルコトニヨリV・E鋏

乏症，特二睾丸，糟嚢，謄下垂二二於ケル二化ヲアル

程度防グコトが出來タガ，其ノ程度ハ「セチールアル

コール」二多少遜色アル檬二思ハレタ．
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第1章緒 論

泉教授ニヨリ高級脂肪驕アルコ 一一ル」ガ特殊 性作用ヲ有スルコトヲ指摘セラレクノハ衆知ノ
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1928 今 井

 事實デァルガ，共ノ作用機鋒引解シ，術不明

ノ鮎少カラズ，余ハコレラノ暦日關シ，更二知

ラント企テテ「セチールアルコール」（以下「セ・

ア」ト記ス）ヲ用ヒテ實験ヲ行ヒ，雄性白鼠二二

験的二「ヴdタミンE（以下V・Eト記ス）訣乏症

ヲ蓋起セシメ，コレニ経口的二「セ・ア」ヲ與ヘ

ルコトニヨリ訳出ftRヲアル程度防止シ得テ，

「セ・ア」ノV・E檬作用アル鮎ヲ指摘シ，且ツ其

作用ハ麟下垂艘ヲ経テ働クモノナルコトヲ前著

二於テ報告セル女第ヂァル．

 今，更ニコノ實験ヲ進メテ，「セ・ア」＝代ヘ

ルニ「ラウリP’一ルアルコール」（以下「ラ・ア」ト

記ス）ヲ以テシ，同ジク幼若雄性白鼠二實験的

＝V・E敏乏症ヲ惹起セシメテ，「ラ・ア」モ亦コ

レラ代償スルや否やヲ知ラントシ，且ツ先二言

タ「セ・ア」ノ成績ト比較セント欲シテ，可及的

二同一條件ノ下ニオイテ心血ヲ行ヒ，二三ノ知

見ヲ得タノデ，コ・ニ一括報告ショウ1・思フ．

第2章實 験 方法

     第1節實験動物
 生後20－30日，髄重大盟30瓦前後ノ雄性白鼠ヲ動物

商ヨリ購入シ，環境ト飼料ノ二化二三ル動物ヘノ影響

ヲ除ク爲5日カラ1週間標準食餌（小米，人証，青菜，

肝油）ヲ以テ嗣育シ，丁丁ノ順調ナルヲ待ツテ實瞼二

供シタ．

     第2節動物飼養法
 飼養室ハ吾が教室ノ動物忌中白鼠室ヲ用ヒ，冬季塞

氣嚴シキ折ノミ病室ノー室ヲ之二二テ，電氣ストーブ」

ヲ以テ大盟同一・温度二保ツ二二努メタ．動物室ハ清潔

ニシ，通風探光ヲ充分＝シ，飼育箱ハ木製「ピール箱

大カラ，横2尺高サ奥行各々1尺ノ大キサ迄，種々ノ

大キサノモノヲ用ヒ，三方ヲ金綱ニシ，大キサニ慮ジ

テ4－10匹宛同居セシメタが勿論同一群中ノモノニ限

リ，運動ニハ充分ノ廣サヲトツテオイタ．箱内ニハ

水，食餌以外夏季ヲ除イテ保温ノ意味ニテ少量ノ藁ヲ

入レタ．時々清掃シ，消毒モシテ殊二夏季中ハ姦類ノ

護生防止二苦心シタ．

 藁ハ激日置キニ取リ換へ，糞便モソノ際取リ除イ

タ．

     第3節動物飼料
 前報ニモ記述セル如ク，食餌ヲ以テ特殊敏落症駄ヲ

護現セシメント企テル以上，動物二供スル飼料ハ該實

験ノ申福ヲ爲スモノニシテ，最モ細心ノ注意ヲ要スル

問題デアル．從ツテ余ハ諸家ノ研究結果ヲ参考トシ充

分ノ注意ノ下二飼料ノ撃墜，調製二遺憾ナキヲ期シ

タ，

 先ノ實験二於テ用ヒシ外國製品ハ今日最早や之ヲ得

ガタク，若シー部得タトシテモ永綾ヲ期シ難イノデ，

余ハ今回ノ實験二於テハ全テ材料ヲ國内品ノ優良ナル

モノニ求メタ．

 人工合成食ノ大部分ヲ占メル蛋白質，含水炭素ノ給

源トシテ「カゼイン」ト「デキ・ストリン」ヲ用ヒタ．前者

ハ石津製ヲ後者ハ増谷澱粉製造所ノモノヲ用ヒタ．目．

ツ前實二二準薇シテ市飯ノモノヲ精製スルコトナクシ

テソノマ・用ヒタ，

 「ヴィタミンA・Dノ給源トシテ肝油（眼鐘印）ヲ用ヒ

タ．

 「ヴィタミン：Bノ給源トシテハ乾燥酵母ヲ探り，局

方藥用酵母（盤野義）ヲ用ヒタ．且ツ實験二供スルニ先

ダチ2回，2倍量ノ局方エーテル」ヲ加へ，30分間振

盟器ニカケ，浸出濾過シ乾燥セシメテ不純物ヲ除イ

タ．

 尚實験ノ完全ヲ期シ「ヴィタミンCヲモ食餌中二取

リ入レ，其ノ給源トシテ「レドキソソ」（ロツシユ）或ハ

「カンタン」（バイエル）ヲ用ヒタ．大髄白鼠ハ抗壌血病

性抵抗力が彊イコ1・ハ實験的ニモ認メラレテヰル事實

デアツテ，今迄ノ實験二於テハ何人モ探用セザリシ

モ，余ハ先ノ實験二於テ食餌申ニコレヲ加ヘタ結果，

試瞼動物ノ健康保持二相當有効デアツ二様デアル．理

論上顎リスルモ當然カクスル方が合理的ナ筈デアル．

 繊維素ノ給源トシテ寒天（市販品）ヲ用ヒタ．

 無機盤類ハMcCollum－S丘mmonds第115號ヲ用ヒタ

ガ，其ノ材料ハ総テ武田二二ノ製品ヲ用ヒタ．

 庭方ハ次ノ如クデアル．

NaCI

NaH．，PO4 ． H．70

K211PO4

Ca（Ilo．PO4）2 ’ II20

Fe－citrate

O，173

0，347

0．954

0．540

0．118

【1駒】



脂肪麗アルコール」ノ幼若白鼠生殖腺獲育二及ボス影響二就テ 1929

     Ca－lactate 1．360

     MgSO4 anhyd O．266

 以上各材料ノ割合ハ：Bomskov氏Nr 6二準豫シ，目．

ツ今村ニヨリ酵母ヲ2％二加ヘタモノが好キ結果ヲ示

シタコトカラ，コレラ採用シ，V・Cハ飼料100瓦二封

シ「アスコルピソ酸1．Omg二相當スル標，「レドキソン」

或ハ「カソタソ」ノ錠劃ヲ適宜加ヘタ．

 部チ余ノ用ヒタ食餌材料割合ヲ示スト次ノ如キモノ

トナル．

カゼイン

デキストリン

無機盤類

寒  天

乾燥酵母

アスコルピン忌

辰  油

25．0 g

66．6 g

4．0 g

2，0 g

2．0 g

1．0 mg

2．0 cc

 以上ノ材料ニョリ食餌ヲ調製スルニハ，先ヅ所定量

ノ寒天ヲ水二面シ遠火ニテ溶カシ，コノ液ヲ用ヒテ各

粉末材料ノ所定分量訴訟リテ混合セルモノヲ乳鉢ニテ

捏リ合セ粘土檬ニスル．

 動物二二ヘルニハ踊子状トシ，其ノ際所定分量ノ肝

油ヲ「ピペット」ニテ塊ノ中央二注入スル檬ニスル．前

面ノ大キサハ10－159トシ，從ツテ注入スル肝油ノ鼠

ハ0・2一α3cc口話當スル．翌日僅カニ喰べ淺ス程度ノ

量ヲ興ヘタ。面別二陶器製ノ器ニテ水ヲ興ヘタ．

     第4節實験材料
 實験材料トシテハ「ラウリール・アルコール」（Laur－

ylalcohol或ハDodecy】alcoho1）ヲ用ヒタ．

 「ラ・ア」ハ「セ・ア」ト同様白色，蝋様粉末ニシテ特異

ノ芳香ヲ有シ，溶融貼ハ22。c，蒸溜鮎ハ150。／17mm

デアル．

 分子式ハCH3（CEI2）loCH20H．伺本實験二使用セル

「ラ・ア」ハ市販ノ精品ヲ，更二「アセトン」及ピ純アル

コール」ヲ以テ順i欠加温溶解濾過シ，濾液ヲ強ク冷却

シテ析出スル物質ヲ濾過分取セル後充分乾燥シ，精製

セルモノデアツテ，凡テ痛言測定ヲ行ヒテ其ノ純ナル

コトヲ誰セル後使用シタ．

     第5節戯評 方法
 實験二當ツテハ護育順調ナル動物ヲ3群二分チ，第

1群ハ小米，人蓼，青菓，肝油ノ標準食餌ヲ以テ飼養

シタ．（：N群）

 小米ハ潰サズソノマ・輿へ，人蓼，青菓ハ日々新鮮

ナモノニ取リ換へ，「キヤペツ」，藻蔑草等四季ソレゾ

レノ野菓ヲ與ヘタ．

 第2群（K），第3群（V）ハ前述V・E敏乏食餌ヲ與

へ，而シテ第3群ニノミ實験材料タル「アルコール」ヲ

與ヘルコトニシタ．

 自ロチ豫精華激ヲ計測シオキシ「ピペットJヲ用ヒテ，

杏仁油二七カセル「ラ・ア」ヲ實験開始以來解剖日迄毎

日1頭毎二口腔内二滴下シテ興ヘタ．杏仁油ハ泉教授

ノ實験二依レパ何等憶作用ヲ有シナイノデアル．即チ

「ラ・ア」ヲ2％ノ輝国杏仁油二溶カシ，白鼠1頭二戸

シ1日0．5mg二相當スル外耳ヘタ．先ノ「セ。ア」ノ婦

中二重テハ，1頭二封シ「アルコール量ヲ0・25mgトセ

ルモ，コノ値以下ニチハ効果ハ不充分ニシテ，大盟有

効量ノ最低値ト思惟サレタルヲ以テ，本題験二於テハ

ソレヲ基礎トシ，E．ツ「ラ・ア」ハ「セ・ア」二比シ更二低

級ナル上，先ノ鶏冠實験二依ルモ其ノ作用些力「セ。ア」

ニー諠苧ﾖスル町有ルヲ以テ，使用量ヲ約倍量ニシタ

ノデアル，

 親電照群（K群）ノー一部ニハV群ト同量ノ軍純杏仁油

ヲ「ピペットjヲ以テ経口的二興ヘタ．

 ：N群ハ6匹，K群ハ9匹， V群ハ10匹ヲ以テ春霞口

供シタ．

 實験開始以來，1週間乃至10日目毎二盟重測定ヲ行

ヒ，且ツー般状態ニモ絶エズ観察ヲシ乍ラ飼育シ，具

申腿重減少，丁田合併症ヲ起コセリト思惟サレルモノ

ヲ除イテ約3ケ月乃至4ケ月間鯛育シ，生後130日乃

至150日二到ツタ健康ナル動物ヲ「エーテル麻醇死二

及ボシ，直チニ解剖二附シタ．

 所要各材料モ分離後上チニ観察計測セル後，10％ホ

ルマリン」ニテ固定シタ，

 睾丸，精嚢ハ「パラフィン包埋ヲ施シ，騰下垂盟ハ

「チエロイヂン包埋ヲ施シタ．切片ハ10－15 1iノ厚サ

ニ切リ，染色ハ「ヘマトキシリソエオジソ重染色法ヲ

行ヒ，必要アレバ「ズダンIII或ハ「ヴアソギーソソ」氏

染色法ヲ行ツタ．
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第3章實 験成績

     第1節  一 般 白上 二見察

 毛並 健康ナル白鼠ハ全身二面白色ノ艶ヲ帯

ビ自由ヲ以テ被風レ，其ノ成長モ比較的速力：一

シテ，艦表面二塗ツテ識別＝供スル色素ノ色モ

10日聞位二浩滅スルノヲ常トスル．

 實験開始以來約2ケ月位ハ全戸ノ動物バ白白

ル欣態ヲ示シテヰルガ，實験ノ絡リ頃，生後約

100日ヲ経タル頃ニナルト毛並幾ラカ友色ヲ帯

ビ且ツ太クナツテクル．

 殊二K群＝アリテハ，毛ハ織細，絹糸歌ヲ呈

シ艶ヲ失ヒ長サモマチマチ＝テ，タヤスク脆落

スルニ到ル．

 V群ハ大忌N群ニー致スル．

 運動 幼若ニシテ健康ナル白鼠ハ蓮動敏捷ニ

シテ三内ヲ馳騙シ，捕捉スルニ困難ヲ感ズル程

デアルガ，成長ト共二漸次蓮動状態緩慢トナリ

禮重1009ヲ越ヘル頃ニナレバ晶々鈍重ニシテ箱

ノ隅ニウズクマルヲ見ル．

 V・E訣乏食餌群タル：K群ノ動物ハ殊二動作

が不活濃ヂアル．

 眼 余ハ注意シテ絡始二二セルモ最後マヂ異

常ヲ認メナカツタ．途中一・ニノモノニ食思不

振ヲ示スモノガアツテ，カカルモノニハ時トシ

テ眼脂，或ハ更二輕度ノ乾燥歌態ヲ認メタカ

ラ，注意シテ肝油ヲ特別二服用サセルカ，黙眼

スルコト＝ヨツテ健康拝復セシメ，V・A訣乏

ニヨル成績ノ混同ヲ防グニ努メタ．

 死亡率 各群ヲ比較スル＝途中合併症，或ハ

禮重減少ノタメ落伍死亡スルモノハV群二比シ

K群ハ数多クアツタ様デアル．

 外陰部 陰董ハ四二異リタル鮎ヲ認メズ．

睾丸ノ賜診二二ツテ其ノ柔軟ノ度或ハ緊張消失

ヲ確メ得ルコトアリトノ報告アルモ，コレハ判

定直観日置ルモノデ決定頗ル困難デアルガ，1

～2ノモノニハ確カニコレラ讃シ得ル場合モア

ツタ．

 糞便N群デハ人墓ヲ與ヘテヰル關係上赤褐

色ニシテ有形ナレド梢軟イ．合成食餌ノモノハ

茶褐色ニシテ有形，乾燥シテ黒二色トナリカチ

カチニナル．

 從ツテ若シ合成食餌二二泥歌便ノ如キヲ排出

スルモノアレバ直二隔離シテ，次硝酸蒼鉛ヲ與

ヘルコト＝ヨリ再ビ便ヲ有形＝ナスコトヲ得
タ．

     第2節 獲 育 歌 態

 實験開始以來1週間乃至10日目毎二艦重ヲ測

定セル結果，各群毎二卒均ヲトリ表示セバ次ノ

如ク＝ナル．

嘆 19／4 29／4 9／5 19／5 29／5 8／6 18／6

    130／6

10／7 21／7 31／7

N 群

j 群

u 群

34．2g．

R9．0

R3．9

473
T6．3

S9．4

68．6

V1．4

U93

83．5

V8．4

W5．2

97．3

X5．1

X7．7

113．1

P05．5

P12．1

130．8

P20．1

P29．3

157．5

@134．7

163．2

P29．8

P743

168．6

P39．6

P66．9

17L2

P44．4

P67．0

 EPチ諸家ノ報告ニヨル標準食餌飼養ノモノノ

獲育曲線ト余ノ得タル成績ト殆ンドー・致スルヲ

ミル．生後70－80日頃獲育最：モ旺盛ニシテ，ソ

ノ前後モ比較的順調ナル護育ヲ辿ルヲ見タ．

 V・E訣乏食餌飼養ノモノノ獲育モ叉諸家ニョ

リ殆ンド通常ノ獲育ヲ行フト報告サレテヰル

ガ，果シテ余ノ實験二於テモ大艦順調ナル経過

ヲトツタ．只使用食餌ノ幾分攣レル爲力生後

100日前後ヨリ少シク禮重ノ増加衰へ來リ4ケ

月ノ絡リ頃＝ハ4均罷重ハ通常ノモノニ比シ約

209以上劣レルヲ見タ．

 之二封シvge ＝アツテハ全然標準食餌飼養ノ

モノノ獲育曲線ト最後マヂ殆ンドー致スルノヲ

経験シタノデアル．
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第3節解剖學的所見 第1項實験成績

（a） 封照標準食餌群 （N群）

睾     丸 精   嚢 麟下垂盟番 號 盟重

皮下脂肪
外 観 血1管

[盈度
緊張 重量 膣重比 外 観 緊張 重量 外 観 重量

2 170g． 佳 良
淡 紅
m萎縮

±一 十 1，05g．
0．58

@％
茨 白 一

542
高〟E

灰褐色 5mg

3 158 〃
淡 紅
?澤

1．07 0．64 黄 白 102 自 色 3．5

5 160 〃
淡 灰
?澤 一

十 十

1．07 0．64 淡 黄

ｸ潤澤
488 灰 色 4

7 190 〃
淡 紅

?澤
十 ± 1．1 0．55 淡 黄

?澤

一 

w十一十

700 〃 6．5

8 215 〃 〃 十 ± 1．17 0．6 〃 600 〃 5

9 141 〃 淡 紅 ± 十 0．80 0．57 淡 黄 十 473 茨紅色 4．7
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（b）V・E訣乏食餌群 （K群）

番 朧 盟重 皮脂

ｺ臥

睾     丸 精   嚢 彊下垂髄

外  観
血 管

[盈度
重量 重量 外 観 重量

11

|12

207g． 佳良
淡   紅
?  澤

十

緊張一

m LO99．

膿重日一     一〇．53

@ ％

外 観

W黄?澤

緊張一

¥一十
559

高〟E
淡 紅

5mg

109 淡   黄

ｽ萎縮
十 0．33 0．30 淡 黄 128 灰 紅 3．5

14 240

不良一

ﾀ良一

s良

淡 黄 紅 ±

±一十

1．04 0．43 淡 黄

?澤
十 850 淡 紅 6

15 119 淡黄．血管
枕s不規則

十 一
0．42 035 淡黄紅 128 淡 紅 3．5

16 121 〃
茨   紅

m萎 縮 一 一
0．69 0．57 自 色

ﾞ縮 一
66 灰 紅 3．8

22 113 〃
淡 暗 紅
ｸ 潤 澤

十 一一
0．34 0．30 灰白色 70 灰 紅 4■

55 132 淡 黄 紅
m i萎 縮 陶 α86 Pα65 茨白色

沿ﾞ縮
82 暗 紅 4

121 淡暗紅色
ﾞ   縮

十 0．39 α32 淡 黄

一『

J一

¥

116 灰 白 4

141 淡 暗 紅 十

一一 一

α69；α49
淡 黄 461 淡暗紅 5

（c〕「ラ。ア」給興群 （V群）

番 朧 操重

皮下脂肪
睾  丸 1精 轟 臓下垂盟

外 観
血 管

[盈度
重量 一重比 外  観 緊張 重量 外 観 重量

27 147g． 普 通 灰 白 一
1，02g．

0．69 淡  黄
? 澤

十
572

高〟E
淡灰紅

5mg・

29 166 〃 〃
一

緊張一

1．03 0．62 〃
十』十 493 淡紅 5

32 ・721佳良 淡暗紅
?澤

十 0．92 0．53 〃 524 暗 紅 4．5

35 150 普 通 淡黄鯛 十 0．82 0．54 淡黄紅
? 澤

342 灰 紅 45

38

p39

188 佳 良 淡灰黄 α92 0．49 淡  黄
? 澤

788 〃 5

198 普 通

ﾇ

〃 士 0．95 0．48 淡  黄 491 灰 白 5

42 160 〃

『
0．92 0．57 蒲劃＋

十一十十一一十一十一

332 〃 5

43 169 佳 良 淡 黄 士 1．09 0．64 淡  黄
? 澤

7工4 灰 紅 5．5

?  一  冒  一  皿

47 160 良 淡黄紅 十 α94 0．57 淡黄：灰
? 澤

524

50 152 良1淡瀬 一
0．70 0．46 淡黄一部灰＿

P．梢萎縮
198 茨 自

 一
T

    第2項 解剖學的所見小括

 解剖學的所見ハ大略以上表示ノ如クデアル

ガ，今共ノ申著明ナル所見ニツキ記述スレバ次

ノ如クデアル．

 榮養重態 殊ニソノ皮下脂肪組織ハN群V群

二於テ極メテ佳良ニシテ，K：群＝於テモ大艦孚

激ハ良トスベキモ，牛ババ脂肪組織ノ襲育不良

ニシテ臓痩セルラ見タ。

 塾N群V群ハ共二外観淡黄色乃至淡紅色

ニシテ表面潤澤デアル．唯各群ノ1～2二楕友

白色ヲ呈シ表面少シク萎縮セリト思バレル所見

ヲ呈シテヰタモノガアツタ．血管モー般二走行

尋：等量シテ，血管充盈度モ晶々尋常ナレド2－

3ノモノニ梢充盈著シキモノヲ見タ．内容モ充

實シテ緊張佳良ヂァル．

 K群ヂモ大艘淡黄色乃至淡紅色ヂアルガ，表

面乳下澤ナラズ萎縮セリト思バレル所見ヲ示シ

テ居ル．從ツテ亦緊張ナク腸ツテ軟イ感ヲ與へ
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ノレ．

 血管モ大義走行尋常ナレドモダ．其ノ充盈度鞘

著シク寧・馨血ト見徹サルベキ所見ヲ示シテ居
ノレ．

 重量ノ亭均ハ，

  ：N群ニチハ 1．04g，

  ：K群ニチハ 0．65g，

  V群ニチハ 0・939，

〉ナツタ．

聲豊重ノ約  0●59％

費豊重ノ約  O．44％

門端ノ約 O．56％

コレニ依レバ重量並二三重トノ比二等テN群

：最モヨクK群最モ劣ル．

干潮N群；テハ淡黄色乃至友黄色デ，表面

潤澤ナルモノト然うザルモノト相牛バシ，V群

ニアツテ甲骨ンド淡黄色乃至淡紅色ニシテ表面

潤澤，艶ヲ帯ビヨク緊張シテヰル．

 小切創ヲ入レバ粘稠ナル液ノ溢出スルヲ見

ル．K群ニチハ大部分荻白色ニシテ緊張ナク，且

ツ形小サクV群ト最モ著シイ差異ヲ示スノヂア

ル．二二重量ヲ比較スルモN群ノ484mg二封シ，

K群ハ273mg＝シテ， V群ハ498mgトナル． V群

ノソレハK群ノソレノ約2倍二達セントスル．

 拶下垂罷 各群共小ニシテ，肉眼ニチハ殆ン

ド其ノ差異ヲ付ケ難ク，重量二於テモN群口4．8

mg， K群ハ4．3mg， V群ハ4．9日目ニシテ大序同

一デアツテ三者共大ナル相違ヲ下弓ラレナイ．

     第4節 組織學的所見

  第1項組織學的所見二關スル文獄

 雄性白鼠ヲV・：E鉄乏食餌ヲ以テ飼養シテ起

ルコトァルベキ結果ノ内，最：モ人ノ注目スルハ

睾丸ノ組織圖デアル．

 コノ黙二關シテMason， Gierhake， Mattil＆

Carman， Evans， Schttffer，米川等ノ諸氏が種々

報告シテヰル虚デアルガ，各記載ハ大艦一一致シ

テ居り其ノ詳細層群二余ノ前著（第1報）二於テ

記述シタルヲ以テ，此虚ニハ其内ヂ系統的二記

述シアリト思バレルMasonノ報告ノミヲ紹介シ

テV・E歌乏食餌飼養雄性白鼠ノ睾丸組織二於

ケル攣化二關シテ首脳概念ヲ提供シ様ト思フ．

 Mason（1926）ハ片側ノ睾丸ヲ幼若ノ内二除

去セル雄性白鼠ヲV・E敏乏食餌ヲ以テ飼養ノ

結果起レル睾丸ノ組織學的饗化ヲ階段的二第1

度カラ第5度マデ分類シテヰル．

 正常デハ精糸（Spennatozoen）艶紅則正シク細

精管内二求心的二排列シ，種々ノ過程ノ精糸形

成が認メラレル．攣化第1度ニチハ翼下ニノミ

攣化現レ，他ノ細胞暦ハ健全ヂアル．第2度ヂ

ハ精糸ハ消失シ，夏引細胞（Spermatiden）ガ碗

リテ氣泡歌，珠数歌ヲ呈スルト云フ．

 第3度二及べバ亘大細胞現レ，二化セル精娘

細胞ハ精糸浩失シテ室虚トナレル腔内二散餓ス

ル．精母細胞（Spermatocyten）＝モ攣化及ブ．

第4度＝到りテハ初期ノ亘大細胞浩失シ，精母

細胞，原精細胞（Spermatogonien）二三攣化及ビ，

細胞望薄クナル．第5度二丁ベバ細胞居ハ更二

三ク「セルトリ氏細胞ヲ残スノミトナル．但シ

細精管ノ大イサハ攣化セズニ存スル．

 中間組織ノ肥大肥厚ハ現レナイガ，攣化が更

二進ム時，細精管ノ縮少ト共ニコレヲ補フ意味

二丁テ下聞組織ハ損ガリ，内二不規則ノ物質現

レルト云フ．

 以上ノ如ク理論的ニハ判然ト分ツコトが出潮

テモ實際組織圖ヲ見ルニ當ツテハ種々ノ階程ノ

像ヲ見ルモノニシテ，コノ鮎二三シテSch2iffer

モ同様ノコトヲ述べテヰルガ，大腿最：モ多ク見

ラレル像ヲ標準トシテ攣化度ヲ分ツノヲ至當ト

スル．

 精嚢二關スル記載ハ未ダーツモ見出シ得ナイ

ノデアル．

 騒下垂艦二品シテハSch旋r，：Bisceglie，米川

等ノ記載アルモ，其ノ結論未ダー致シテヰナイ．

     第2項三一成績
       （イ）睾  丸
     （a） 標準食餌群 （N群）

番號
セ艸リ減号1精母氏細胞癌胞細胞 門門細胞1 精 糸 浮腫

2 尋常
   尋常

尋常 尋 常 尋 常 一

3 〃 〃 〃
尋 常
B散華

謹 常一部散齪

±

5 〃 〃 尋膏 尋 常 一

7 〃 〃 精 少 一

8 〃 〃 尋 常

稽不規則一 一i謙調1尋 常

一一

9 〃 〃 〃 〃
一
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（b）V・E訣乏食餌群 （K群）

番魏11－12

セルト
且″ﾗ
E

原精細胞 精毎細胞 精娘細胞 糟   糸

浮腫 メ氏

P攣
¥化ン度 備  考

尋 常 尋  常 尋 常
        一q  常一部稽散齪 一部散齪

ｹ化消失
十 1

不規則 引田ク，不規則 数少シ
 殆ソド消失一部ニノミ残存

消  失 【V 細胞層糸薄

14 尋 常 尋  常 尋 常 一部腔内二戸齪
一部散齪一部消失

十一一㎝一

II

〃 数少ク，不規則 数少シ 殆ソド消失 消  失 IV 細胞層菲薄15

|16

|22

〃 尋  常 尋 常 尋  常
尋  常一部稚鉄損

N
〃 〃 液化㊥  一 散黒し歎少シ 殆ソド消失 IH

55 〃 〃
尋 常
拍ｭシ

一・¥寸魁
   一     一      一

齦博U説
ｹ化激少シ

一｝

鼈齬

H一

¥一十

II

56 〃

 一一部尋常一部不規則排列

敷少シ 湘南，撒少シ
@細胞液化

   了                一   一

ﾁ  失 【V

60 〃 尋  常 尋 常
   『
齦博U齪

散  齪一部敏損

1㌧
一 一

（c）「ラ・ア」給與群 （V群）

番 號

セルト
且″ﾗ
E

原精細胞 精母細胞 精娘細胞 精   糸

浮腫 メーソ

¥氏退
ｻ度

備   考

27 尋常 尋 常 尋 常
 稽尋常一・部四二ヲ見ル 一部散回

�ｻヲ見ル 一
II 間質組織稽多シ

29 〃 〃 〃 尋  常 @  〃 一
1

32 〃 〃 〃 〃
精尋常一部散齪

一
1

35 〃 〃 〃 〃
 一丁尋常一部散齪攣化

幽
1

38 〃 ケ 〃 〃 尋  常 一 N

39 〃 〃 〃 〃 極一部ノミ忌寸 輌
1

42 〃 〃 〃 〃

尋  常一部散齪

一
N＿1

43 〃 〃 〃 〃 一部散齪
J  化 口

1

47 〃 〃 〃 〃
   』 一
ﾋ  常 一 N

50 〃 〃 〃 〃 稽尋常   一 N
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 （・）精  嚢
（．1） 標準食餌群 （N群）

番 號 腺上皮細胞 内  容コロイド

G物質

糸一締

D壌
y形 賦 隆起

2 圓柑形 曹 通 多 量 閣

3 〃 〃 〃
一

5 〃 〃 〃
一

7 〃
’〃

稽多羅 十

8 〃 梢 著 〃
一

9 〃 普 通 多 量 一

（ハ）拶下垂燈前葉

（a）標準食餌群 （N群）

番號1
､簾 主細胞

エオジ
答n好
ｫ細胞

核濃縮
細胞

ｫ界

2
一 尋常 尋常 一 明

3
一

〃 〃
一

〃

5 ± 〃 仁多 十 〃

7
一

〃 尋常 一
〃

8 士 〃 〃
一

〃

9 士 〃 〃 ± 〃

（b）V・E鋏乏食餌群 （K群）

番 號

腺上皮細胞
内  容コロイド

l物質

結締

D埆
B形  賦 隆起

11 圓柱形 多 量 十

12
圓柱形一部室子形

中等度 什

14 圓中形 少シ 多 量 一

15
酒興形一部般子形

一通 申事度 十

16
｝ 一   一  ｛

ﾌ子形 著シ 少 量 什

22
一部遊子形一部控柱形

〃 〃 什

55 母子形 〃 〃 什

56
般子形一部圓雲形

〃 多 量 十

60 圓跡形 少シ 〃
一

（c） 「ラ。ア」給附群 （V群）

番 號

腺上皮細胞
内  容コロイド

Y物質

結締

D増
B形  状 隆 起

27 圓樹形 輕 度 多 量 十

29 〃
殆ンド
i  シ

〃
一

32 〃 少 シ 〃

一

35
圓柱形一・部精低シ

〃 〃

一

38 圓樹形 極少シ 〃

一

39 〃 普 通 〃

一

42
圓弓形一一部梢低シ

少 シ 〃 十

43 圓柱形 輕 度 極多量 一

47
圓柱形一一部精低シ

少 シ 〃
一

50 圓桂形 普 通 多 量 一

（b） V。E小一食餌群 （K群）

エオジ

答n好
ｫ細胞

細血1管

[盈度
細胞境界 備 山

番盟一 一1112

尋常 什 梢明瞭

寸寸シ 什 不鮮明

多シ 少シ 士 〃14

|15

P6

極少シ
 精明瞭一部不鮮明

〃一尋常

尋常

 士
?  一 一   一   『

@±
  一  一 ｝

s鮮明
細胞密一

22

|55

稽増加 十 〃 〃

少シ 一    ，置 〃 極メテ密

一56

|60

尋常 十 精明瞭

少シ 士
不鮮明一一部明瞭

極メテ密

（c） 「ラ・ア」給與群 （vge）

二一

主細胞
エオジ
答n好
ｫ細胞

細血管
[盈度

細胞境界

核濃縮

備考

27

|29

尋常 増加 一 明 瞭

〃 〃
一

〃

±十一十

32 〃 梢増加 亀 不鮮明 細胞密

38

|39

〃 増加 十 〃

精減少 〃
一 稻明瞭

尋常 尋常 一 明 瞭

〃 梢増加 十 稽明瞭

47 〃 尋常 甘 不鮮明 細胞密

50 稽多シ 三三シ 十
 明 瞭一・部不鮮明
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    第3項 組織學的所見小回

 以上余ノ得タル結果ノ申，主要ナル鮎ヲ更＝

記述スレバ次ノ如クヂァル．

 塾完全標準食餌ヲ以テ飼養シ，充分二稜

育シタル動物ノ睾丸組織二於テハ細精管自転則

正シク密＝相接シ，間質組織極メテ少ク僅カノ

間質細胞ヲ見ルノミニシテ浮腫ノ如キハ全然見

ラレナイ．

 細精管内ニアリテモ「セルトリ氏細胞ヲ底ト

シテ原精細胞（Spermatogonien）精母細胞（Sper－

1’natocyten）精娘細胞（Spermatiden）ガ密二規則

正シク排列シ，玉糸ハ残リノ面積ヲ占メ，求心

的二規則正シク相列ブ．

 K群ヲ見ル＝Masonノ定メシ攣化度二準ジ

テ判定ヲ行フニ梢正常ヲ保テルモノト思バレル

モノ僅力1例ニシテ，残り8例ハng 1度カラ第

4度迄ノ憂化ヲ示シテヰル．Nr．11， Nr．14， Nr．

55，ハ比較的攣化輕三眠シテ，Nr 12， Nr．15， Nr．

56ハ饗化が原精細胞二迄及ンデヰル．

 「セルトリ氏細胞ハ全例二於テ殆ンド悪化ヲ

蒙ラズ残存スル．

 原精細胞ハ3例ノミ藪少クー部散齪シテ不規

則二排列スル．他ハ大胡花柳ノ歌態ニアツ二様

デアル．

 精母細胞二戸レバ濃化ヲ蒙ルモノ十二多ク，

牛虻二及ビ，藪田クナリテ散爾Lシ，細胞自身ニ

モ攣化及ビテ液化ノ潮脚ヲ見ル．

 精娘細胞ハ殆ンド全例二幅化ヲ受ケル．高度

ナルモノハ殆ンド消失シ，残存スルモノモ数少

クシテ散齪シ，精糸ノ浩失シテ室虚トナレル腔

内ヲ纏頭ル．細胞自身ノ攣化トシテ核濃縮，液

化が認メラレル．

 精糸ハ斗酒例二消失ヲ認メ，他ノ牛藪モ数少

ク一部散飢シテ廣イ腔ヲ残ス．

 参事組織二浮腫ヲ磯明スルモノ4例ヂァツ

タ．然シ間質細胞自身ニハ攣化が認メラレナ

イ．

V群ニチハ健全ナリト認メラレルモノ4例ニ

シテ他ノ6例ハ多少ノ攣化ヲ認メタ．

 「セルトリ氏細胞，原精細胞，精母細胞ハ全

ク無攣化＝シテ，隠釦細胞モ大罷健全ヂアル

ガ，1～2ニノミ多少ノ攣化ヲ認メタ．帥チ排

列梢不規則＝ナリ，一部散薗Lスル．

精糸ハ2～3ノモノノミ尋常ナルモ，大多数

ハ排列不規則トナリ散齪スル．

 浮腫ハ全例：二於テ認メラレナカツタ．

 精嚢 標準食餌飼養ノ成熟白鼠ノ精嚢組織ヲ

見ル＝，薄イ結締組織ヲ以テ被レタ腺様物＝シ

テ，中二「コロイド様物質ヲ多：量二包含シ，爲

＝腺上皮ハ充分＝伸展シ，隆起・直入・屈曲著シ

カラズ．腺ソノモノノ大部分が内容物ノ如キ感

ヲ抱カシム．

 腺上皮ハ圓柱形ニシテ，内容充實スル．

 K群ヂハー般二内容物少ク，且ツ隆起・轡入

ハ著シク，腺上皮モ極度二攣化スルモノハ般子

形ヲ示ス．圓面形トスルモ形低ク，正常ノ高イ

圓柱形ヲ示スモノハ2例＝スギナカッタ．

 結締織増殖モー般二著明＝テ大部分＝コレラ

認メル．

 V群ハ大嶺正常無二’匹敵シ，内容物多量ニシ

テ，隆起・轡入モ少イカ或ハ輕度ニシテ，結締

織増殖モ殆ンド凡テニ於テ認メラレナイ．

 腺上皮細胞モ盛ナル機能ヲ螢ムが如キ相ヲ示

シ，形日高イ膏血形デアル．3例ニノミー一部寸

心・f圓柱形ヲ示シテヰタ．

 謄下垂禮前葉 完全標準食餌ニテ成育セル雄

性白鼠ノ謄下垂罷前葉ノ組織ヲ見ルニ，主細胞

ト「＝オジン嗜好恒細胞トハ其ノ数大艦相牛バ

シ，前者梢多ク，嗜盤基性細胞ハ殆ンド見ラレ

ナイ．細胞境界モ極メテ明瞭ニシテ細血管内入

モ普通二血液ヲ充ス．

 細胞核自身ニモ著シイ攣化ヲ認メズ，只2例

ニノミ輕度ノ；核濃縮ヲ認メタ．

 K群＝テハ「エオジン嗜好性細胞ノ減少スル

モノ牛立以上ヲ占メ，從ツテ主細胞ハ籔多ク存

シ，各細胞ハ緊密二相迫リ，共ノ境界モ亦明瞭

デナイ．

 細血管モ極メテ多：量ノ血液ヲ以テ充サレ，然

うザルモノハ心力1例ニスギナイ．

 核ノ濃縮・濃染ハ全例二見ラレ，殊二「エオ
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脂肪麗アルコール」ノ幼若自門生殖腺褒育二及ボス影響二就テ 1937

ジン嗜好性細胞ノ核二攣化著シイ様二審メラレ

タ．之二封シV群ハN群トK：群トノ中聞二位

シ，「エオジン嗜好性細胞バー般二増加ノ傾向ヲ

示シテ居り，主細胞ヨリ激二於テ勝ルガ，各細

胞ハ比較的密二相迫リ，境界ノ明瞭ナルモノト

然うザルモノト相牛パスル程度ヂアル．核濃縮

モ全例二多少進運ラレタが其ノ程度ハ遙＝K群

馬劣ルノヲ磁心．

 細血管モ孚数近ク梢著シク血液ノ充盈スルヲ

見タ．

 省後葉・中間艦ヲモ全例二亘ツテ槍索シタガ，

各群共著シキ相違ナク，多少ノ攣化アリトスル

モ極メテ輕度ニシテ特＝記スベキ黙ヲ認メナカ

ツ：タ．

第4章総括並＝考按

 以上述ぺ來リシ成績ヲ旧型テココニ絡括スル

＝，一ﾊ的状態ノ親王二於テ，毛並或ハ蓮動ノ

昏晦ヲ見ルニ，K群ハN群二比スレバコレマデ

所謂V・E淑髪症状トシテ知ラレテヰル歌聖ヲ

多少共具現セルモノニシテ，生後3ケ月以後二

戸ケル絹糸朕ノ織細ナ被毛，或ハ鈍重ナル蓮寸

心余ノ前ノ憾寝二於ケルト同様コレラ謹明シ得

ルノデアル。

 稜’育欣態ヲ見ルモ生後60－70日邊リハ大玉順

調ナル曲線ヲ書クモ，100日前後ニナルト褒育

ノ歌態梢鈍リ，以後漸次曲線ハ離レテ實験ノ懸

り頃ニハ約209触ノ差違トナツタ．ゴノ黙二關

シ米川モ亦V・E峡乏症ノ際二雄性白鼠ハ末期

二到リテ髄重」曾加ノ順調ナラザル鐵ヲノベテヰ

ルが大道iゴレ＝一致スルモノト考ヘラレル．

解剖學的所見二於テモ，從ツテ後牛獲育順調ナ

ラザル結果皮下脂肪組織モ著シク佳良ナラズシ

テ中等度乃至ソレ以下ナルヲ認メル．

 睾丸・精嚢二於テモ攣化高度ナルモノ相図テ

ハ外観・緊張・重量・艦重トノ比＝於テ各々封照

二比シ劣ル所アルモ，攣化輕度ナルモノ＝於テ

ハ殆ンド封照ト旺別シ難イ位デアル．

 脳下垂禮幽暗：量4一一6mgニシテ極悪テ小サ

ク，解剖學的ニハ殆ンドソノ相違ヲ掴ミ得ナカ

ツタ．

 組織學的ニハ睾丸二於テ攣化高度ナルモノニ

於テハ原精細胞二到ルマヂ浸襲ヲ蒙り，精糸ノ

浩失，精娘細胞ノ散臥，液化，核濃縮が見ラレ，

間質組織ニモ輕度ナガラ浮腫ヲ認メタモノ2－

3ヲ数ヘナイ．然シ先ノ「セ・ア」ノ實験ノ際二

認メタ如キ立大細胞ハ今日コレラ藤津得ナカツ

タ．攣化豊肥ナルモノ＝於テハ只精糸ノ野選L，

不規則ナ排列，精娘細胞ノ減少程度＝シテ，

Mas（）n氏モ記セル如ク，同一條件ノ下二於テモ

カク種々ノ玉上ノ課程ヲ示スノヂアル．且ツ以

上ノ攣化バー般二周邊部二著シク，中央部程ソ

ノ度が少イ．以上ノ如ク白鼠ノ個性二依リ其ノ

V・E訣乏一封シ，造精機能＝相国抵抗ヲ示ス

モノアリテ，其ノ組織像モ多少ノ相違ヲ冤レナ

イが大部分二相當ノ萎縮攣化ヲ來シテ居ルノ

ヲ知ツタノデァル．

 反之以上ノV・E訣乏食餌二加フル＝「ラ・ア」

ヲ毎日1匹05mg宛経口的二與ヘタV群ヲ見ル

ニーﾊ聖歌態・護育・解剖學的所見二於テハK群

ト異り，殆ンド標準ノN群ノソレニ近イ百態ヲ

呈シテヰタ．

 只組織學的所見二於テ輕度ナレド全例二多少

ノ攣化ヲ謹明シタノデアル．EPチ睾丸二於テ，

精糸バー一部不規則二胡謝シ，或ハ歎少クナツテ

居り，且ツー一asノ精娘細胞＝モ多少ノ攣化ヲ認

メタノデアルガ，コレラノ程度ハM麗onノ規

準二依レバ第1度乃至第2度ト認ムベキモノデ

アル．

 精嚢ハ鹸化少ク殆ンド標準ノN群二匹敵シ，

1－2ノモノニハ寧ロ：N群ヲ凌グモノサへ見出

シ隠語．

 麟下垂艦前葉ノミハ三者ノ内，攣化最モ高度

ニシテ，N群ト：K群トノ中間二位スル程度ニシ

テ，全例＝於テ多少共核濃縮・細血管充盈著シ

キヲ認メタガ，其ノ程度ハ勿論K群ヨリ遙二劣
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ルヲ見タ．

 以上組織學的所見ヲ見ル時，先ノ「セ・アJノ

實験二於ケル成績二多少劣ルモノアルノヲ感ズ

ルノヂアル．

 以上ヲ総括シテ「ラ・ア」モ亦程度ノ差コソア

レ，「セ・ア」ト同ジクV・E訣乏食餌ヲ以テ飼育

スルコトニ依リ惹起スルV・E二三症ヲ或ル程

度防止スルコトヲ知り得タノデアル．

 「ラ・ア」ノ作用ガ「セ・ア」ノソV＝劣ルト云フ

鮎二關シテハ，泉教授ノ鶏冠實験二於テモ同様

ノ事が認メラレタノデアツテ，余ノ實験二於テ

モ亦コノ黙ガー・致シタコトハ當然ノゴトト云ハ

ネバナラナイ．特殊性作用ヲ有スルコレラー聯

ノ脂肪驕アルコール」中「セ・ア」四二於テ，其ノ

作用梢高度＝シテ，ソレヨリ高級・低級ナルニ

從ヒ作用減弱スルトハ泉教授ノ既二丁カレテ居

ル事實デアル．

 k＝共ノ作用三韓ヲ考フル時，前著二二ケル

所ノ如ク，脂肪驕アルコール」ハ先ヅ拶下垂艦

前葉＝作用シテ其ノ機能ヲ維持促進セシメ，二

次的二睾丸或ハ精嚢等二作用スルモノナリト考

ヘルノヲ至當トスベキデアロウ．

第5章結
 1） 生後1ケ月ノ雄性白鼠ヲ合成v・E訣乏

食餌＝テ飼養スルコF3ケ月牛ニシテV・E訣

乏症ヲ惹起セシメ得タ．

 イ） 毛並・運動・外陰部・死亡率等ニツキ三門

群ヨリ多少異ル所アルヲ知ツタ．

 ロ）燈重ハ前牛封照二等シク後牛梢劣リ最：

後ニハ209ノ差トナツタ．

 ハ〉解剖學的＝モ睾丸・精嚢ハ封照ヨリ外見

租萎縮二近キ像ヲ示シタ．磯下垂艦ハ二二ヲ認

メナイ．

 二）組織學的ニハ睾丸・精嚢・拶下垂盟前葉

ハ共二封照二比シ攣化ヲ下馬タが其程度ハ様々

デアツタ．

 2） 上記v・E訣乏食餌＝加フルニ毎日「ラ・

論

ア」ヲ1日0．5mg宛1匹毎二経口的二與ヘルコ

ト＝ヨリV・E鉄乏症朕ヲアル程度防グコトが

出來タ．

 イ）毛並・運動・獲育ハ殆ンド封照二等シイ．

 ロ）解剖學的ニモ睾丸・精嚢・］％下垂艦ハ外

見上，割下ト著シイ差違ヲ野手ナイ．

 ハ）組織學的ニハ睾丸・精嚢ハ殆ンド攣化ヲ

蒙ラズ，大開封照二近ク，騰下垂艦前葉別封照

ト訣志州トノ中間二位スル像ヲ示シタ．

 欄筆スルニ臨ミ終始御懇篤ナル御指導並正写校閲ヲ

賜ハリタル恩師泉教授温厚ク感謝ノ意ヲ捧グ，爾組織

學的所見二關シテ，種k有盆ナル御敢示ヲ得タル病理

學教室中村教授，申谷講師二深謝ス．
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附 圏 読 明

 第1圖 標準食餌飼養白鼠1睾丸組織圖×130

 第2圖 V・E鉄乏食餌並二「ラ・ア」給與群睾丸

（大盟完全二近イ）x130

 第3圖 同檬ノモノ，（効少ナカリシモノ）x130

 第4圖 V’E暁月食餌綱養群睾丸（攣化此度ナ

ルモノ）×130

 第5圖 V・E鉄乏食餌飼養群睾丸（第4度ノ鋭

化ヲ示セルモノ）×130

 第6圖 同上蹟大圖（錦糸町失ス）×130

 第7圖 V・E鉄炉食餌凹凹「ラ・ア」給與群白鼠

ノ腰下垂膣前葉組織圖×550

 第8圏 V・E鉄乏食餌飼養ノモノノ麟下垂燈前

葉（核濃縮著シ）×550

 第9圖 V’E訣乏食餌外電「ラ・ア」給與ノモノ

ノ精嚢組織圖×55

 第10圖 同上鑛大難（上皮ハ圓語形）×270

 第11圓 V’E鉄鎚食餌嗣養ノモノノ精嚢（内容

物ヲ訣ク）×55

 第12圖 同上蹟大黄（上皮：ハ椴子形）×270
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